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※工学部・水産学部に係るJABEE項目

○（重視）の数

環境・生活と化学

環境・生活と化学

教養モジュールの
目標および授業編成の

視点との対応

目　　標
※授業編成の

視点

身の回りの中の物理科学

◎（特に重視）の数

科　目　名 担当者名 概　　要 キーワード

身の回りの中の物理科学
大嶺　聖
杉本　知史

身の回りの生活に関わる、力やエネルギーなど
に関する基本法則を学び、身の回りの現象を理
解する。また，自然災害や物理・化学・生物と
地球環境問題の関係を理解する。

力とエネルギー
自然災害、物理現象
地球環境問題

山田　博俊
小野寺　玄

地球環境や日常生活におけるさまざまな現象や
物質の振る舞いを、原子・分子のレベルから系
統的に理解する。また，日々の行動や選択にお
いて，化学的・科学的な根拠に基づき判断でき
ることを目指す。

原子と分子、環境・エ
ネルギー、有機生命化
学、医薬品合成

大嶺　聖 責任部局 工学部

自然の偉大さや美しさに驚きや感動を覚えた経験はありませんか？人類は古くから、自然現象を理解しようと
多大な努力を重ねてきました。自然現象は、私たちの生命維持に不可欠な食料・資源の源になったり、時には
甚大な災いをもたらすこともあります。そのため、私たちは生きていく上で、自然現象を正しく理解していく
必要があります。自然科学とは、自然界で起きる様々な事象の法則性を明らかにする学問です｡つまり、自然現
象をいかに抽象化し、近似するかを模索する学問です。一方、技術とは、それらの成果を巧みに利用して人間
社会に役立てるための仕組みを作ることです。自然科学と技術の発展によって、我々の生活はとても豊かに
なってきました。科学技術の限界や危険性を正しく認識すると共に、謙虚な姿勢で自然現象の真理を見抜く目
を養うことは、私たちが暮らしていく中で、とても重要なことです。
本テーマでは、高校において修得しておくべき自然科学の内容を、大学生の視点から多面的に意味づけ再整理
した上で、科学的な思考法と方法論の基礎を学び、身の回りの生活や先端科学技術と自然科学との関わりを理
解していくことを目標としています。

日常生活にも影響を及ぼす地球環境問題や自然災害
など、地球の健康に関連する内容を含んでいます。

説明動画

数学や物理、化学、生物が苦手な方も大歓迎です。
共通ルール（定義）はしっかり覚える必要がありま
すが、それ以上の暗記は必要ありません。
地球環境問題の解決のためには，自然科学との関係
も理解することが重要です。
自然科学を学ぶことは、“自然現象の言語”を学ん
でいると言えるかもしれません。

多文化社会学部・教育学部・経済学部・薬学部・水産学部

教養モジュール科目案内

自然科学からの学び モジュール科目区分 教養モジュールⅠ

24-A12　暮らしの中の科学1
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https://youtu.be/cASuz4aIdCw
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※工学部・水産学部に係るJABEE項目

多文化社会学部・教育学部・経済学部・薬学部・水産学部

教養モジュール科目案内

自然科学からの学び モジュール科目区分 教養モジュールⅠ

24-A13　環境をめぐる諸問題

井口　恵一朗 責任部局 環境科学部

現在、私たちを取り巻く環境問題は複雑さを増し、もはや二項対立の単純な構図の中に解決の糸口を見出すこと
は困難な状況にある。「生物多様性」ならびに「地球温暖化」をテーマに掲げ、持続可能な社会の実現に資する
専門知識の習得を目指す。

説明動画
文理融合の学際的なアプローチから、環境問題の本質
を理解するために有用な技術を学び取ってください。
問題解決に当たって、自らの言葉で表現する態度を
養って欲しいと願っています。

科　目　名 担当者名 概　　要 キーワード

生物多様性を考える
井口　恵一朗
関　陽子
山口　典之

地球上に生息・生育する種々の生物がお互いに競
争・共存し、現在の複雑で多様な生態系が危うい
バランスの上に成り立っていることを複数の事例
を元に理解する。その上で、生物多様性の保全が
目指すべき方向を学び、生物と人との関連を様々
な視点から議論できる知識と素養を養う。

生物多様性、生態系、生
物間相互作用、環境思想

和達　容子
高尾　雄二
河本　和明
小山　光彦

温室効果に伴う気象および気候の変化を学ぶ。ま
た関連する国際条約の成立過程や内容について学
び、国際間の立場の違いや国際社会への影響につ
いて考える。さらに、化石燃料の燃焼に伴い発生
する大気汚染やエネルギー問題の現状を学ぶ。こ
れらによって、地球温暖化の防止が技術的かつ国
際的に複雑な問題であることを理解し、改善のた
めの手法を提案し、予想される困難を考える。

温室効果、地球温暖化、
化石燃料、炭素貯留、国
際交渉

教養モジュールの
目標および授業編成の

視点との対応

目　　標
※授業編成の

視点

生物多様性を考える

地球温暖化を考える

◎（特に重視）の数

○（重視）の数

地球温暖化を考える
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https://youtu.be/-lK6rCwtM-k
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多文化社会学部・教育学部・経済学部・薬学部

教養モジュール科目案内

自然科学からの学び モジュール科目区分 教養モジュールⅠ

24-A14　食の安全と持続的な海洋食料資源の利用

濱田　友貴 責任部局 水産学部

海洋は生物、鉱物、エネルギーなど様々な資源の宝庫です。環境共生型社会の実現には、これらの貴重な資源
を持続的に利用する必要があります。このモジュールでは長崎県で見ることができる事例を織り交ぜながら、
海洋生物資源の生産・管理・食品利用、持続可能で効果的な資源利用に関する様々な切り口と海洋に対する現
代社会の諸課題を学びます。海洋と海洋生物の科学についての文系・理系の枠を超えて多面的に学習すること
で幅広い教養を身につけ、環境と調和した持続可能な社会の実現のためにどうすればよいのかを考えられるよ
うになります。

本学が展開するプラネタリーヘルスとの関係では、
「海・人・生物資源」の関係を知り、考えるもので
す。

説明動画
海と海の生物に深い関心があり、主体的な学習意欲
を持つ方を歓迎します。
授業内容を良く理解するためには、高校卒業程度の
理科に関する知識を持っていることが好ましい。

※授業編成の
視点

人から見た水産業

海洋食料資源の応用

科　目　名 担当者名 概　　要 キーワード

人から見た水産業
亀田　和彦
清水　健一

漁船と漁具・漁法には安全性・効率性・環境へ
の配慮が、漁獲と価値形成には流通や経済の視
点が欠かせません。これらを切り口に、a)漁獲
の対象となる生物が生息する海洋生態系、b)日
本では少なくとも縄文時代からヒトだけが持つ
道具作成能力に由来する漁具や漁船に関係する
歴史と現状、c)産業として見る経済学的視点、
から話題を提供します。高等学校での生物、物
理、公民のかかわりが深い科目です。

人間（私たち）の社
会・水産・漁業・道
具・船と航海・漁船漁
業・資源と環境・食料
問題・持続性

濱田　友貴
市川　寿
谷山　茂人
王　曜

長崎県の水産物や水産加工品を中有心に、栄養
成分とその変化、鮮度と製造、さらには、衛生
管理、安全確保に関わる諸問題を理解すること
で、食に関する今日的な課題にどう対処したら
良いかを考えます。

水産物・水産加工品・
栄養成分と変化・鮮
度・食品衛生

◎（特に重視）の数

○（重視）の数

海洋食料資源の応用

教養モジュールの
目標および授業編成の

視点との対応

目　　標
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https://youtu.be/cZ2l2g3udX4
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※工学部・水産学部に係るJABEE項目

国際環境法

国内環境法

◎（特に重視）の数

○（重視）の数

国内環境法
竹下　哲史
久保　隆
山下　敬彦

日本における環境問題とそれらに対する対策の考
え方や歴史、国際環境法との関係ならびに、日本
における環境に関する基本的法律である「環境基
本法」等について学習し、進むべき方向やとるべ
き行動等について理解を深める。

日本の環境問題、環境基
本法、環境教育、進むべ
き方向ととるべき行動

教養モジュールの
目標および授業編成の

視点との対応

目　　標
※授業編成の

視点

科　目　名 担当者名 概　　要 キーワード

国際環境法
竹下　哲史
久保　隆
山下　敬彦

環境問題に対する考え方、環境法（国際法）の歴
史と特質およびそれらの概要について学習し、環
境問題の基本的考え方や国際環境法の理念・精神
について理解を深める。

環境問題の基本的考え
方、人間環境宣言、国際
環境法

竹下　哲史 責任部局 研究開発推進機構

21世紀市民のコモンセンスとして環境配慮への理解と環境保全に関する基本的な知識を修得し、人類の持続可能
な発展（sustainable development，SD）を実現するための基本的な姿勢を身につけることを目的としている。そ
のため、環境問題の考え方や環境関連の国際法および国内法の精神を理解するとともに、環境教育・環境コミュ
ニケーションの重要性を理解することを目的としている。

環境問題の基本的な考え方や環境関連の国際法・国内
法の精神を理解することは，プラネタリーヘルスへの
強い動機付けになります。

説明動画

私達21世紀市民が目指すのは、人類の持続可能な発展
（sustainable development，SD）です。そのために
は、環境保全に関する基本的な知識が必要です。それ
らは、21世紀市民が教養として身につけておくべきコ
モンセンスです。また、国連サミットで採択された
2030年を年限とする持続可能な開発目標（SDGs）を達
成するためにも必要です。本モジュールは、そのよう
な観点から環境保全に関する理解と基本的な知識につ
いて学習します。

多文化社会学部・教育学部・経済学部・薬学部・水産学部

教養モジュール科目案内

自然科学からの学び モジュール科目区分 教養モジュールⅠ

24-A15　環境と人類の持続可能な発展

24

https://youtu.be/QnTPBz22kLI
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